
はじめに  
 
日本海事センターでは、このたび、「JMC REPORT 2024」を発刊い

たします。  
当センターは、2007 年の設立以来、海事社会の中核的な公益法人と

して、海事関係の調査・研究に日々取り組んでいます。  
また、毎年度、12 億円を超える補助金を海事公益活動を行う団体に

交付する助成事業を行っており、海洋少年団の活動や船員災害防止事

業、海上保安庁の音楽隊演奏活動など、海事関係の公益的な活動に対し

て支援しているところです。  
さらにはアジアで唯一の海事関連の専門図書館である海事図書館の

管理運営も行っています。  
このような当センターの活動に関して、多額の寄付金を拠出いただ

いている日本船主協会及び日本水先人連合会をはじめ、多くの関係者

の方々に知っていただく機会を増やすため、今年度の活動成果等をと

りまとめました。  
本レポートは、関係者の皆様にご利用いただいているホームページ

やメールマガジンとあわせて、海事センターの研究員が業界紙等に寄

稿したレポートや講演資料、さらには海事公益支援事業の内容をまと

めており、当センターの調査・研究の成果や海事公益支援事業の概要を

わかりやすくお伝えするものです。  
さて、日本の海事産業を取り巻く国際情勢は流動化・不確実化の度合

いを強めており、日本の海事産業は迅速かつ的確な対応を求められて

います。  
その一つが、国際海上輸送に関わるグローバルサプライチェーンの

混乱です。ロシアのウクライナへの軍事侵攻が続き、紅海におけるフー

シ派による商船への攻撃、さらにパナマ運河の渇水に伴う一時的な運

航制限など、日本商船隊の安定的な運航の確保が大きな課題となって

います。  
 また、2050 年カーボンニュートラルに向けて国際海事機関（ IMO）
の第 83 回海洋環境保護委員会（MEPC）において 4 月に GHG 削減に
向けた中期対策が承認されました。また、これに先行して EU において
は排出量取引制度 (EU-ETS)が適用されるなど地域規制が導入され、造
船業においても CO2 ゼロエミッションを目指して次世代船舶の開発が
急ピッチで進められています。  
さらには、自動運航船の実用化への取組など、海事分野のイノベーシ

ョンの動きが加速するとともに、洋上風力発電など新分野の展開も進

みつつあり、これらの新しい展開に対応する計画的な海事人材の確保・

育成が重要な課題となっています。  
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当センターでは、こうした一連の動向を踏まえ、引き続き、海事社会

を取り巻く諸々のニーズに即した調査研究を行うことにより、国際ル

ールの整備に向けた審議等への我が国の主導的な役割の遂行へ貢献す

るとともに、海事社会の課題解決に向けた産学官の取組に積極的に貢

献しているところです。  
 また、2007 年から開催してきた「海事立国フォーラム」に加え、2022
年から新たにオンラインによる「JMC 海事振興セミナー」を開催して
おり、昨年度は 3 回にわたり JMC 海事振興セミナーを開催しました。 
「海事立国フォーラム」については、昨年 10月に北海道苫小牧市で、

今年 2 月に東京都内でそれぞれ開催しました。いずれも当センターの
ホームページで開催結果を閲覧できます。  
なお、日韓の研究機関（（公財）日本海事センター、（一財）運輸総合

研究所、韓国海洋水産開発院（KMI）、高麗大学海事法研究センター
（KUMLU））の間で海事分野における相互協力及び交流促進を目的と
した MOU（了解覚書）に基づき、昨年 9 月に釜山で第 2 回交流セミナ
ーを開催し、本年 4 月にはソウルで第 3 回交流セミナーを開催しまし
た。  
今後、JMC 海事振興セミナーについては、研究員が取組んでいる研

究テーマを中心としつつ、海事関係者等の関心の高い重要なテーマに

ついても取り上げ、多くの関係者の参加を頂き、課題と取組の共有、さ

らに課題解決に向けた提言等も話し合えるセミナーとして続けていく

ほか、最新のトピックス等を中心として広く海事に関する理解を深め

てもらうための海事立国フォーラム、さらには国際機関との連携によ

るシンポジウム等も引き続き開催していく所存です。  
 さらに、海事図書館についても、利用者利便の向上や情報発信の強化

に取り組んでいるところです。  
 収蔵している図書・資料は、海事関係の図書約 33,000 冊、海事関係
雑誌約 800 種以上に及び、専門家から一般向けの図書や雑誌に至るま
で幅広く取り揃えた専門図書館ですので、ぜひご利用いただければと

思います。SNS での情報発信やテーマ展示なども行っているところで
す。  
「JMC REPORT 2024」の発行に伴い、当センターの役職員一同、関

係者との連携・協働をより緊密なものとし、海事関係の産官学のプラッ

トフォームとしての活動を続けて参ります。  
今後とも当センターに対し一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお

願い申し上げます。  
以上  
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